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副専攻「 A I・データサイエンス 」

K E I A I  U N I V E R S I T Y

From Data To Inspiring Ideas

Society 5.0に向け、誰もがAIについての知識を持つ必要が出てきました。「AI

概論」の講義では、AIを使うことで実現できる様々なテーマを紹介し、機械学習、

自然言語処理、画像処理、音声処理などの主要技術への理解を深めます。2020

年度からは日本アイ・ビー・エム株式会社(IBM)の協力による特別講座を開講し、

ディープラーニング(深層学習)の実社会での活用事例も学びます。世界的企業の

実務家講師からAI人材の「心得」を学びましょう！

（画像はイメージです）

日本アイ・ビー・エム株式会社 (IBM) による特別講座も開講！

対象学部学科

経済学部 国際学部

経済学科 経営学科 国際学科
敬愛大学　AI・データサイエンス

ホームページで
詳しい情報を公開中!



データから、
心を動かすアイディアへ

私たちの生活・仕事と
AI・データサイエンスとの繋がり

A I の急速な進歩によって、人が本来
の強みである「 想像力・創造力 」を発
揮して仕事に注力できるようになり
ま す。ま た、デ ー タ を も と に 新 し い
ア イ デ ィ ア を 創 造 し、革 新 に 繋 げ て
いくデータサイエンスにも大きな注
目 が 集 ま っ て い ま す。副 専 攻「 A I・
デ ー タ サ イ エ ン ス 」で は、様 々 な モ
ノ・コ ト へ の 関 心 か ら 疑 問 や 問 題 意
識 を 見 つ け、デ ー タ を 使 っ て「 心 を
動 か す ア イ デ ィ ア 」へ と 導 く 方 法 を
学びます。

新しい課題を自ら設定し、解決へのアプローチ
を考え、データを収集して様々な方法を組み合
わせながら分析できる。人を動かし、組織に広
めることができる。

AI・データサイエンスの重要性
と活用の倫理を理解している。
必要なデータを入手して分析
し、与えられた問題への解決策
をまとめることができる。

私たちの生活や仕事の様々な場面でAIが利用され、今後ますます生活が便利

になっていくでしょう。また、データを活用することで様々な仕事上の問題

を解決できるようになります。これらを使いこなせることはもちろん、適切

な活用方法を理解する倫理観も大切です。

リテラシーリテラシー

アドバンストアドバンスト

エキスパートエキスパート

副専攻「AI・データサイエンス」が目指すスキルレベル

「 AI・データサイエンス」は、こんな人に向いています

金融データを使って金融データを使って
市場のリスクを分析市場のリスクを分析

行政データを使って行政データを使って
政策効果を検証政策効果を検証 買い物データを使って買い物データを使って

売れ筋商品を予測売れ筋商品を予測

AIを使ってAIを使って
高性能な自動翻訳高性能な自動翻訳

顧客データを使って顧客データを使って
販売傾向を分析販売傾向を分析

AIを使ってAIを使って
高精度な天気予報高精度な天気予報

日本と外国の文化、日本と外国の文化、
社会の国際間比較社会の国際間比較

観光データを使って観光データを使って
観光マーケティング観光マーケティング

将来の生活や仕事がどのように
変わっていくのか知りたい

AI・データサイエンスを使った
最先端の仕事を知りたい

これから必要とされる知識・スキルを
身につけ、将来の仕事に活かしたい

本やインターネットで情報を集め、
色々な角度で考察するのが好き

新しいアイディアを考えて、
やり方を工夫するのが好き

コンピュータやソフトの使い方、
データの扱い方をしっかり学びたい

「AI・データサイエンス」で学んだことは、学部・学科の専門性と融合させるこ

とで、大きな力を発揮します。経済学科では行政データを分析して公共政策の

有効性について考察、経営学科では店舗の売り上げデータを使って販売傾向を

分析、国際学科では観光、文化、社会の国際間比較を行うなど、文理融合の学

修によって、様々なテーマを検証できるようになります。

学部・学科で専門知識を深め、ニュースや時事などに関心を向け

ると、様々な疑問やもっと知りたいことが見つかります。データ

を使って「なぜ」「どうして」を解き明かしていくと、大学の学び

がより生き生きと感じられ、卒業後の社会で活かせる強みも身に

つきます。1年次に基礎を固め、2年次、3年次へと段階的に学修

を深めていきます。

P O I N T

2

専門分野×

AI・データサイエンス

の融合

P O I N T
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様々なモノ・コトに関心を向け、

問題意識からアイディアを創造

卒業後の活用を

目指した

段階的な学び

業務知識を身につ
け、スキルを磨く。
データを使って組
織の意思決定に貢
献する。

課題解決の方法を
自ら考え、様々な
方法を組み合わせ
ながら分析を実行
できる。

データを自ら収集
し、統計的分析を
適切に使って、関
心のあるテーマを
考察できる。

数やグラフの種類
を理解し、与えら
れたデータを使っ
て数値を集計、グ
ラフ化できる。

入門 発展 応用 卒業後の社会

経済学科 （金融,行政データなど）

AI・データサイエンス経営学科 （顧客, 買い物データなど）

国際学科 （観光,文化, 社会データなど）

日本ではデータ分析の専門家であるデータサイエンティストが25万人も不足

すると言われており、今後、ますます重要な職業になるでしょう。ここで学ん

だことを足がかりに、様々な仕事での活躍が期待されます。
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様々な仕事で

活躍が期待される

データサイエンティスト

目指せる進路 目指せる資格

・ 金融機関(銀行・証券・保険など)　
・ 情報産業・e-ビジネス　
・ 地方自治体(統計課、観光課など)
・ 企業の経営企画部門　
・ 企業のマーケティング部門　
・ 企業の商品開発部門　
・ 企業の情報管理部門　
・ 大学院進学　など

・ 統計検定　
・ 社会調査士　
・ Microsoft Offi  ce Specialist(Excel)
・ ITパスポート　
・ G検定　
・ ビジネス数学検定　
・ 数学検定　など

新しい知識の発見
アイディアの創造

ニュース・時事への関心

幅広い教養

学部・学科

の専門知識

様々な業界

の知識

データサイエンス

の知識・スキル

新しい知識の発見


